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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】コンパクトな構造で、必要な冷却器への冷却空
気の流れを改善する。
【解決手段】クランクシャフト（１０）によって駆動さ
れるピストンを有する少なくとも１つのシリンダ（１２
）を備える圧縮機ユニット（４）と、少なくとも１つの
シリンダ（１２）の出口と接続された内部流路を備える
少なくとも１つの冷却器（１４）とを具備するピストン
圧縮機に関し、冷却器（１４）は、冷却空気がクランク
シャフト（１０）の回転軸（Ｘ）に対して半径方向（Ｂ
）に通り流れるように配置されている。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クランクシャフト（１０）によって駆動されるピストンを有する少なくとも１つのシリ
ンダ（１２）を含んで構成された圧縮機ユニット（４）と、前記少なくとも１つのシリン
ダ（１２）の出口に接続された内部流路を含んで構成された少なくとも１つの冷却器（１
４）と、を具備するピストン圧縮機であって、
　前記冷却器（１４）は、冷却空気が前記クランクシャフト（１０）の回転軸（Ｘ）の半
径方向（Ｂ）に通って流れるように配置されていることを特徴とする、ピストン圧縮機。
【請求項２】
　それぞれが前記クランクシャフト（１０）によって駆動されるピストンを有する複数の
シリンダ（１２）を備え、前記複数のシリンダ（１２）の各々は、出口側で冷却器（１４
）に接続されており、複数の前記冷却器（１４）は、冷却空気が前記クランクシャフト（
１０）の前記回転軸（Ｘ）の半径方向（Ｂ）に自身を通して流れるように配置されている
ことを特徴とする、請求項１に記載のピストン圧縮機。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの冷却器（１４）を通る前記冷却空気の流れ方向は、前記クランク
シャフト（１０）の前記回転軸（Ｘ）の半径方向（Ｂ）で外から内に向かう流れであるこ
とを特徴とする、請求項１又は２に記載のピストン圧縮機。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの冷却器（１４）を通る冷却空気の流れを発生させる少なくとも１
つの送風機（４４）を備えたことを特徴とする、請求項１～３のいずれか１項に記載のピ
ストン圧縮機。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの送風機（４４）は、軸流送風機であり、該軸流送風機は、前記ク
ランクシャフト（１０）の前記回転軸（Ｘ）に平行に又はこれに沿って延伸する回転軸回
りに回転するとともに、駆動のために前記クランクシャフト（１０）に、好適には直接固
定されていることを特徴とする、請求項４に記載のピストン圧縮機。
【請求項６】
　前記送風機は、前記圧縮機ユニット（４）のフライホイール（４４）に配置されており
、特に前記フライホイール（４４）の構成要素であることを特徴とする、請求項４又は５
に記載のピストン圧縮機。
【請求項７】
　前記送風機（４４）は、軸流送風機として構成されており、出口側で前記圧縮機ユニッ
ト（４）に流入する空気流を発生させるように配置されていることを特徴とする、請求項
４～６のいずれか１項に記載のピストン圧縮機。
【請求項８】
　前記冷却空気の前記流れの誘導が前記少なくとも１つの冷却器（１４）を通して行われ
るようにハウジング（６）及び流れ誘導要素のいずれか１つを配置したことを特徴とする
、請求項１～７のいずれか１項に記載のピストン圧縮機。
【請求項９】
　前記冷却器（１４）は、前記送風機（４４）を包囲するハウジング（６）の壁の少なく
とも一部を形成することを特徴とする、請求項４～８のいずれか１項に記載のピストン圧
縮機。
【請求項１０】
　前記ハウジング（６）は、少なくとも４つの側部を備えており、そのうち少なくとも１
つの側部、好ましくは全ての側部に、それぞれ少なくとも１つの冷却器（１４）が配置さ
れていることを特徴とする、請求項９に記載のピストン圧縮機。
【請求項１１】
　冷却空気の流れに関して同じ流動抵抗を有するように設計された複数の冷却器（１４）
を備えたこと特徴とする、請求項１～１０のいずれか１項に記載のピストン圧縮機。
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【請求項１２】
　前記少なくとも１つの冷却器は、ブロック冷却器（１４）又は管式冷却器であることを
特徴とする、請求項１～１１のいずれか１項に記載のピストン圧縮機。
【請求項１３】
　前記クランクシャフト（１０）を駆動する駆動ユニット（２）を備え、前記少なくとも
１つの冷却器（１４）は前記駆動ユニット（２）と前記圧縮機ユニット（４）との間の領
域に配置されていることを特徴とする、請求項１～１２のいずれか１項に記載のピストン
圧縮機。
【請求項１４】
　前記送風機（４４）を有する前記ハウジング（６）は、前記駆動ユニット（２）と前記
圧縮機ユニット（４）との間に配置されることを特徴とする、請求項１３及び請求項９又
は１０に記載のピストン圧縮機。
【請求項１５】
　前記ハウジング（６）は、前記駆動ユニット（２）側が閉鎖された構成を有し、前記送
風機（４４）によって発生された空気流のために、前記圧縮機ユニット（４）に面して少
なくとも１つの出口開口（４８）を備えることを特徴とする、請求項１４に記載のピスト
ン圧縮機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、少なくとも１段、好ましくは複数段を備える、空冷式のピストン圧縮機に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　ピストン圧縮機において、圧縮の際に加熱された気体を冷却するために、一般にはそれ
ぞれ１つのピストンシリンダユニットによって形成される各圧縮機段の出口側に、冷却器
もしくは中間冷却器を配置することは周知である。周知のピストン圧縮機は、ピストンを
有する１つ又は複数のシリンダを備える圧縮機ユニットが、一側部で駆動ユニット、例え
ば電動駆動モータと接続されるように構成されていることが多い。電動駆動モータは、圧
縮機ユニット内のクランクシャフトを駆動する。この周知の圧縮機において、圧縮機ユニ
ットの、駆動モータとは反対側の長手端部に、上記クランクシャフトによって駆動される
送風機が配置されている。そして、この送風機の前及び後ろの少なくとも一方に、必要な
冷却器が配置されている。送風機は、一方では冷却空気が圧縮機ユニットに沿って導かれ
るように、他方では冷却空気が冷却器を通って送り届けられるように、作用する。しかし
ながら、この配置には、クランクシャフトハウジングの軸方向両端部にクランクシャフト
用のフィードスルーが設けられるという欠点がある。また、全ての冷却器に均等に冷たい
周囲空気を流入することができない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　こうした問題点に鑑みて、本発明の課題は、コンパクトな構造で、必要な冷却器への冷
却空気の流れを改善する、改良されたピストン圧縮機を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この課題は、請求項１に記載の特徴を備えるピストン圧縮機によって解決される。好適
な実施形態は、従属請求項、以下の説明、及び添付図面から推測できよう。
【０００５】
　本発明によるピストン圧縮機は、空冷式のピストン圧縮機であり、クランクシャフトと
、クランクシャフトを介して駆動されるピストンを内部に配置した１つ以上のシリンダと
を主要な構成要素として含む圧縮機ユニットを備えている。この圧縮機ユニットは、例え
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ば電動モータ又は燃焼機関によって形成された駆動ユニットを介して駆動される。ここで
、駆動ユニットは、好適には本発明によるピストン圧縮機の一部である。本発明によれば
、圧縮機ユニットは、内部に可動なピストンを有する少なくとも１つのシリンダを含んで
構成されている。さらに、ピストン圧縮機は、圧縮気体が冷却のために通過し得る内部流
路を有する少なくとも１つの冷却器を備える。また、内部流路は、少なくとも１つのシリ
ンダの出口に接続されている。ピストン圧縮機が直列に接続された複数のピストンシリン
ダユニットを備えている場合、すなわち多段で構成されている場合には、冷却器の出口側
に次のシリンダ又は次の圧縮機段が連結される。
【０００６】
　本発明の最も重要な点は、冷却器の新たな配置である。したがって、本発明によれば、
冷却器は、冷却空気がクランクシャフトの回転軸の半径方向に自身を通して流れるように
配置されている。すなわち、冷却空気用に設けられている冷却器の開口又はフィードスル
ーは、クランクシャフトの回転軸に対して横方向で、いわゆるクランクシャフトの回転軸
の半径方向に向けられている。冷却器は平面的な広がりを有することが多いので、半径方
向とは、この定義の意味においては、回転軸上の半径に平行な開口又はフィードスルーの
広がりであるとも理解される。少なくとも１つの冷却器のこの配置には、少なくとも１つ
の冷却器をピストン圧縮機又は圧縮機ユニットの横方向側部、即ちピストン圧縮機の長手
方向の両端部間に位置する側部に向けることができるという利点がある。特に、この方向
においては、複数の冷却器を配置するためにより大きな空間を利用可能である。そのため
、複数の冷却器の全てに等しく良好に冷却空気を流入することができる。さらに、これに
よって圧縮機ユニットの軸の一方端部を自由にすることができるとともに、場合によって
は、クランクケースに軸のフィードスルーを不要にすることができる。なぜなら、好適に
は、後述するように、駆動ユニットと送風機とを圧縮機ユニットの同じ側に配置すること
ができるためである。
【０００７】
　好適には、本発明によるピストン圧縮機は多段に、すなわち例えば３段又は４段に構成
されている。しかしながら、他の段数もまた可能である。こうした多段構成の場合、ピス
トン圧縮機は、好適には、それぞれがクランクシャフトによって駆動されるピストンを有
する複数のシリンダを備え、この複数のシリンダは、出口側でこのシリンダと接続される
割り当てられた冷却器を備える。すなわち、この構成においては、複数の、つまり少なく
とも２つの冷却器が設けられており、これらの冷却器は、上述した手法で、クランクシャ
フトの回転軸の横方向、即ち半径方向に自身を通って冷却空気が流れるように配置されて
いる。複数の冷却器が配置される場合、この複数の冷却器は、例えばピストン圧縮機の２
つ又は複数の横方向側部であって、互いに離れた側部に配置することが可能である。した
がって、全ての冷却器がピストン圧縮機の周囲に面するとともに、冷却器を通して冷却空
気を等しく良好に流すことができる。
【０００８】
　好適には、ピストン圧縮機は、クランクシャフト又はクランクシャフトの回転軸を水平
に延伸するように配置される。そのような配置においては、冷却器は、例えばピストン圧
縮機の横方向側部であって、右、左、上及び下に配置することができる。これに関して、
いくつの冷却器が設けられるかにもよるが、ここで挙げた全ての横方向側部に冷却器が配
置される必要はないことは理解されるべきである。本発明によるピストン圧縮機は、代替
的には、垂直配置の回転軸又はクランクシャフトを有することもできる。
【０００９】
　１つ又は複数の冷却器は、好適には、クランクシャフトの回転軸によって決まるピスト
ン圧縮機の長手軸に対して半径方向に離隔するように、好ましくは冷却器の外側又は外面
が上記長手軸と平行に延伸するように配置されている。
【００１０】
　好適には、少なくとも１つの冷却器、場合によっては複数の冷却器を通る冷却空気の流
れ方向は、いわゆるピストン圧縮機の長手軸であるクランクシャフトの回転軸に向かう外
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から内の半径方向である。この配置には、外部から新鮮な周辺空気を冷却器に供給するこ
とができるため、最適な冷却を達成することができるという利点がある。したがって、複
数の冷却器がピストン圧縮機の周囲側部又は横方向側部の全てにわたって分散して配置さ
れている場合には、これらの冷却器の全てに同じようにして冷却のための新鮮な周辺空気
を提供することができる。
【００１１】
　好ましくは、ピストン圧縮機は、少なくとも１つの冷却器を通る冷却空気の流れを発生
させる少なくとも１つの送風機を備えている。好ましくは、送風機は、１つ又は複数の冷
却器を通して空気を吸引するように配置されている。したがって、冷却空気は、先ず１つ
又は複数の冷却器を通って流れ、次いで送風機を通って流れる。
【００１２】
　さらに好適には、少なくとも１つの送風機は、軸流送風機である。この軸流送風機は、
クランクシャフトの回転軸に平行に又はこれに沿って延伸する送風機回転軸を中心として
回転するとともに、さらに好適には駆動のためにクランクシャフトに直接固定されている
。この軸流送風機の助けによって、全ての半径方向から冷却器を通る均等な空気流を実現
することができる。さらに、後述するように、送風機の出口側に、ピストン圧縮機のさら
なる冷却に利用可能な軸方向の空気流を供給することができる。クランクシャフトを介し
た送風機の直接駆動、すなわちクランクシャフト上に直接又はクランクシャフトに送風機
を配置することは、結果として特に単純な構造をもたらす。
【００１３】
　特に好適には、送風機は圧縮機ユニットのフライホイール上に配置されており、さらに
好適には、フライホイールの構成要素を形成する。特に、送風機はそれ自体がフライホイ
ールを形成することが可能である。この実施形態では、フライホイールと送風機とが１つ
のユニットに統合されるため、特にコンパクトな構造をもたらす。代替的には、送風機と
フライホイールとは、別々の構成要素であってもよい。
【００１４】
　さらに好適には、送風機は軸流送風機として構成されており、出口側で圧縮機ユニット
に流入する空気流を発生させるように配置されている。そのような空気流は、圧縮機ユニ
ットの外側全体にわたって流れ、そこで圧縮機ユニットのシリンダを直接冷却することが
できる。すなわち、理想的には、送風機によって引き起こされた空気流は、先ず冷却器を
冷却し、その後送風機を通って流れ、送風機の出口側でシリンダの外側の冷却に利用され
る。
【００１５】
　ピストン圧縮機は、さらに好ましくは、ハウジング及び流れ誘導要素の少なくとも一方
を備えており、これらは、冷却空気の流れの誘導が少なくとも１つの冷却器又は場合によ
っては複数の冷却器を通して行われるように配置されている。そのようなハウジング及び
流れ誘導要素の少なくとも一方は、特に、冷却空気の流れを先ず放射方向に１つ又は複数
の冷却器を通って進み、それから軸方向に軸流送風機として構成された送風機を通ってさ
らに進むように確保することができる。さらに、ハウジングが適切に閉鎖されて構成され
ている場合には、望ましくない二次的な流れを回避することができるので、好適には送風
機によって発生された空気流の略全てが１つ又は複数の冷却器を通って導かれる。
【００１６】
　１つ又は複数の冷却器は、特に、送風機を包囲するハウジングの壁の少なくとも一部を
形成することができる。したがって、送風機は、ハウジングの内部で空気を吸引する。こ
れにより、空気は、ハウジングの壁の一部を形成する冷却器を通って、外部からハウジン
グ内に流れ込む。
【００１７】
　特に好適には、ハウジングは、少なくとも４つの側部を備えており、そのうち少なくと
も１つの側部、好ましくは全ての側部に、それぞれ少なくとも１つの冷却器が配置されて
いる。ハウジングは、４つの側部を備えている場合には、好適には圧縮機の長手軸であっ
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て、いわゆるクランクシャフトの回転軸に対して横方向に、四角形、特に正方形の横断面
を有する。したがって、この横断面において、冷却器は四角形又は正方形の側縁に沿って
広がる。４つの側部は、例えば４つの直列に接続されたピストンシリンダユニットを備え
る４段圧縮機の場合のように、４つの冷却器を配置するのに特に適している。さらに多く
の冷却器が直列又は並列に接続される方法で配置されてもよい。４つよりも少ない冷却器
が設けられる場合には、ハウジングの１つ又は複数の側部は、冷却器がなく、壁要素によ
って閉鎖されるとよい。４つよりも多くの圧縮機段が設けられており、ハウジングが４つ
の側部を備えている場合には、側部のうち１つに２つの冷却器を配置することも可能であ
る。この場合、これらの冷却器は、それでもなお両者に同じようにして外部から冷却空気
が流入するように配置又は設計されるのが好ましい。これは、特に管式冷却器（tubular 
cooler）を使用して実現することができる。
【００１８】
　複数の冷却器が設けられている場合には、これらは好適には、冷却空気の流れに関して
略同一の流動抵抗を備えるように配置及び設計される。これにより、冷却空気流の発生の
ために中心的な送風機が設けられている場合に、この送風機が冷却空気を均等に全ての冷
却器を通して吸引し、即ち全ての冷却器を通して導くことを保証する。したがって、冷却
器には、一定の方法で、即ち同じようにして必要な冷却空気が供給される。
【００１９】
　少なくとも１つの冷却器は、ブロック冷却器として、又は管式冷却器として構成するこ
とができる。複数の冷却器がある場合には、これらは、全てが管式冷却器として構成され
ていてもよいし、又は全てがブロック冷却器として構成されていてもよい。代替的には、
複数の冷却器の配置にあたり、冷却器の一部をブロック冷却器として構成し、冷却器の一
部を管式冷却器として構成することも可能である。管式冷却器は、前述したハウジングの
１つの側部に複数の冷却器が配置される場合に特に適している。これは、必要なパイプ巻
線（pipe winding）が同じようにして冷却空気流によって冷却されるように、相互に入り
組んで又は互いに隣り合うようにして配置することができるためである。また、管式冷却
器は、ブロック冷却器が必要な耐圧性をもはや有しない高圧段に有利である。ブロック冷
却器の使用にあたっては、（長手軸に関して）半径方向内側に、例えばさらなる段の１つ
以上の管式冷却器をさらに配置することが、追加的に可能であろう。これは、ハウジング
の外側に複数のブロック冷却器を配置する場合には、ハウジングの内部に、さらなる冷却
器、特に管式冷却器の配置のための十分な空間が残るためである。これにより、冷却器配
置の特にコンパクトな構成が保たれる。管式冷却器は、場合によって、周知の手法でフィ
ン付き又はフィンなしで構成することができる。
【００２０】
　上述したように、本発明によるピストン圧縮機は、好適には、例えば電動モータ又は燃
焼機関で形成することができる、クランクシャフトを駆動する駆動ユニットを備える。こ
こで好適には、少なくとも１つの冷却器が、駆動ユニットと圧縮機ユニットとの間の領域
に配置される。このため、駆動ユニットと圧縮機ユニットとは、前述したようにこれらの
間に好適にはハウジングもしくは中間ハウジングのための空間が残るように、クランクシ
ャフトの回転軸の方向に互いに離隔している。このハウジングの外側には、１つ以上の冷
却器を配置することができる。このとき、ハウジングは、好ましくは、冷却器を通って半
径方向に流れる空気流を内部で偏向するとともに、場合によっては上述したようにハウジ
ングの内部に配置された送風機を通して導くのに役立つ。駆動ユニットと圧縮機ユニット
との間の領域における冷却器の配置とは、軸方向（クランクシャフトの回転軸の方向）に
見て、単に、冷却器が駆動ユニットと圧縮機ユニットとの両軸位置間にある領域に配置さ
れていることを意味している。ここで、１つ以上の冷却器は、駆動ユニット及び圧縮機ユ
ニットの少なくとも一方の外側よりも回転軸からさらに、（回転軸に関して）半径方向に
完全に離隔されてもよい。
【００２１】
　好適には、送風機を内部に配置して備え、冷却器を収容したハウジングが上述した方法
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で設けられている。この場合、このハウジングは、駆動ユニットと圧縮機ユニットとの間
に配置されている。ここで、クランクシャフトを駆動する軸は、駆動ユニットから出てこ
のハウジングを貫通して延伸し、好ましくは、上述したように圧縮機のフライホイールの
機能も同時に果たすことができる送風機も同様に支持する。送風機が軸流送風機として構
成されている場合には、ハウジング内では、１つ以上の冷却器を通る半径方向の空気流の
、送風機を通り抜ける軸方向への偏向が行われる。ハウジングは、送風機の吸引側で、好
ましくは１つ以上の冷却器の流通開口を除き、略閉鎖された構成となっているので、好適
には、送風機によって送り届けられる冷却空気の全部が１つ以上の冷却器を通って導かれ
る。代替的には、例えば軸方向の空気を吸引して半径方向に吐き出すラジアル送風機が用
いられてもよく、したがって半径方向に吐き出された空気は、冷却器を通り、特に半径方
向内側から半径方向外側へと導かれる。
【００２２】
　特に好適には、ハウジングは、駆動ユニットに向かって略閉鎖されて構成されており、
圧縮機ユニットに対向して、送風機によって発生された空気流のための少なくとも１つの
出口開口を備える。この配置においては、送風機は１つ以上の冷却器を通して冷却空気を
ハウジング内へと吸い込み、出口側、すなわち送風機の放出側又は圧力側で冷却空気を圧
縮機ユニットに向かって吐き出す。このとき、冷却空気は、圧縮機ユニットの外側を軸方
向に流れて行き、そこでシリンダを周知の手法で冷却する。シリンダは、より良好な放熱
のために、周知の手法でフィン付きで構成されていてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
　以下では、添付の図面を参照して、本発明を例示的に説明する。
【図１】本発明によるピストン圧縮機の側面図である。
【図２】図１によるピストン圧縮機の、圧縮機ユニットの側から見た斜視図である。
【図３】図１及び図２によるピストン圧縮機の、圧縮機ユニットの側から見た平面図であ
る。
【図４】図１～３によるピストン圧縮機の長手方向断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　図示する本発明によるピストン圧縮機は、主に３つのユニットから成る。本例において
は、電動駆動モータによって形成されている駆動ユニット２と、圧縮機ユニット４と、駆
動ユニット２と圧縮機ユニット４との間に配置されたハウジングもしくは中間ハウジング
６とである。中間ハウジング６は、必要な冷却器を収容しており、それによって冷却ユニ
ットを形成している。
【００２５】
　圧縮機ユニット４はクランクケース８を備え、その内部には、本例においては水平に延
伸するクランクシャフト１０が配置されている。クランクシャフト１０は、図示省略のピ
ストンをシリンダ１２内で駆動する。シリンダ１２は、周知の手法でクランクケース８の
外側に取り付けられている。この図示する例においては、４つのシリンダ１２（１２ａ，
１２ｂ，１２ｃ）がクランクケース８に配置されており、そのうち２つのシリンダ１２ａ
（図２及び３においては外側のシリンダ１２ａ）が入口段又は低圧段として並列に接続さ
れている。これらには、さらに、２つのシリンダ１２ｂ及び１２ｃが順次直列に接続され
ており、中圧段１２ｂ及び高圧段１２ｃを形成している。各シリンダ１２は、図１～３に
は図示省略の配管１３を介して相互に接続されている。ここで、このシリンダ間の接続は
、中間ハウジング６に配置された冷却器１４又は中間冷却器を介して行われる。冷却器１
４はそれぞれ、各々が連結部１６で終結する内部流路を備える。連結部１６には、シリン
ダ１２への入口及び出口を作る、図１～３では図示省略の配管１３が連結されている。し
たがって、例えば２つのシリンダ１２ａの各々は、自身の出口管によって、それぞれ１つ
の冷却器１４の第１の連結部１６と接続されている。これらの冷却器の出口として機能す
る連結部１６は、さらにシリンダ１２ｂの入口と接続されており、その一方でシリンダ１
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２ｂの出口は、別の冷却器１４の入口として機能する連結部１６と接続されている。この
冷却器１４の出口として機能する連結部１６は、さらにシリンダ１２ｃの入口と接続され
、シリンダ１２ｃの出口は、４つ目の冷却器１４の入口として機能する連結部１６と接続
されている。この場合、この４つ目の冷却器１４の第２の連結部１６は、圧縮機ユニット
全体、即ちピストン圧縮機全体の出口を表す。第１の段、即ち入口段として機能するシリ
ンダ１２ａは、空気フィルタ１８を介して周囲から空気を吸引する。
【００２６】
　中間ハウジング６の内部では、駆動ユニット２の従動軸２０がフライホイール４４と接
続されている。さらに、フライホイール４４は、回転に関して固定されて（in a rotatio
nally fixed manner）クランクシャフト１０と接続されている。
【００２７】
　フライホイール４４は、本実施例においては、同時に送風機又は軸流送風機として構成
されている。中間ハウジング６は、ピストン圧縮機の長手軸Ｘを形成するクランクシャフ
ト１０の回転軸Ｘに対して横方向に正方形の横断面を備えており、その４つの側部は４つ
の冷却器１４によって形成される。中間ハウジング６は、駆動ユニット２に対向する軸方
向側が壁４６によって略閉鎖されている。フライホイール４４によって形成される軸流送
風機は、クランクシャフト１０の回転方向が想定されている場合には、駆動ユニット２か
ら圧縮機ユニット４へと、図１及び４の矢印Ａの方向に向けられた空気流を発生させるよ
うに構成されている。中間ハウジング６は、圧縮機ユニット４に対向する軸方向側に複数
の開口４８（図２及び３を参照）を備えており、送風機４４によって発生される冷却空気
流が、これらの開口４８を通って矢印Ａの方向に出て行けるようになっている。これによ
り、冷却空気流は、シリンダ１２に沿って流れ、シリンダ１２を冷却することができる。
送風機４４によって送り届けられた冷却空気は、中間ハウジング６の側部、即ち周囲壁を
形成する４つの冷却器１４を通して、矢印Ｂの方向に吸引される。すなわち、冷却器１４
を冷却するための冷却空気は、長手軸Ｘに対して半径方向、即ち横方向に外部から冷却器
１４内に進入し、冷却器１４を通って中間ハウジング６の内部へと流れる。ハウジング内
では、送風機４４への流れの偏向が行われ、その結果、空気が軸方向の流れＡで送風機４
４から出て行く。こうした冷却器１４の配置によって、冷却空気が外部から４つの冷却器
１４の全てに同じように導かれることが保証される。したがって、４つの冷却器１４の全
てが均等に冷却される。４つの冷却器１４の全てを通る均等な流れを保証するために、冷
却器１４は、略同じ流動抵抗を有するように構成されるのが望ましい。この配置にはさら
に、クランクケース８がクランクシャフト１０用のフィードスルーを１つしか有する必要
がないという利点がある。これは、フライホイール４４の形態をした送風機が、クランク
ケース８の、駆動ユニット２が位置しているのと同じ側に配置されているためである。反
対側の正面５０はむき出しであるため、圧縮機ユニット４はこの側からアクセスしやすく
、保守が容易になる。
【００２８】
　このようにして、中間ハウジング６における冷却器１４の全体的に非常にコンパクトな
配置が達成される。そして、この配置は、４つの冷却器１４の全てを通る均等な冷却空気
流を保証する。冷却器１４の適切な配置は、４つよりも多くのシリンダ１２又は圧縮機段
にも適用することできる、ということは理解されるべきである。したがって、例えば中間
ハウジング６の１つの側部に２つの冷却器１４が配置されてもよい。図示された例におい
ては、４つの冷却器１４がブロック冷却器として構成されている。もっとも、ブロック冷
却器に代えて、中間ハウジング６の１つの側部又は複数の側部に、蛇状に曲がりくねった
パイプの形態をした１つ又は複数の管式冷却器が配置されてもよい。そのような管式冷却
器は、ブロック冷却器よりも高耐圧であることから、特に高圧段に適している。さらに、
管式冷却器は、２つの冷却器の周りに冷却空気が均等に流れるように、簡単な手法で、中
間ハウジング６の同一の側部に上記２つの冷却器を配置することができる。もっとも、１
つの側部に長手軸Ｘに対して半径方向に２つの冷却器を重ねて配置することも可能であろ
う。その場合、半径方向内側にある冷却器が冷却空気流の方向で、半径方向外側にある冷
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、ピストン圧縮機の全体寸法を増大させることなく、そのようなさらなる冷却器を配置す
るのに十分な空間を備えている。
【符号の説明】
【００２９】
　２…駆動ユニット
　４…圧縮機ユニット
　６…中間ハウジング
　８…クランクケース
　１０…クランクシャフト
　１２，１２ａ，１２ｂ，１２ｃ…シリンダ又は圧縮機段
　１３…配管
　１４…冷却器
　１６…連結部
　１８…空気フィルタ
　２０…従動軸
　２２…継手
　４４…フライホイール又は送風機
　４６…壁
　４８…開口
　５０…正面
　Ａ，Ｂ…流れの方向
　Ｘ…長手軸及び回転軸

【図１】 【図２】
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